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Abstract The water tank damages caused by the sloshing were reported in case of 
earthquake. In this study, the experiment to investigate the sloshing behavior of 
different dimensional aspect ratio of rectangular tank under the different excitation 
angle has been performed. In addition, the special size tank, such as the aspect ratio 
is close to 1:1, has been examined in detail. And, based on the results of these 
experiments, sloshing control methods using plastic filter has developed. For 
example, filter installation position, depth, length, and so on. Finally, we obtained 













































































装置は，厚さ 3mm のアクリル板に厚さ約 25mm のプラスチ
ック繊維を接着させたものである． 








っていれば 1.0 とし，半分だけ浸かっていれば 0.5 とす
る．同様に 0.0 は装置が浸かっていない状態であるが，
本研究での浸漬比 0.0 とは，装置を内溶液水面に接する
ように設置したものとする．装置長は，D または L に対
する装置の長さである． 
 











(a) 0°時 (b) 15°～75°時  (c) 90°時 
図-1 1:3 貯槽の加振方向(入射角)  
 
 
(a) 0°時 (b) 15°～75°時  (c) 90°時 
図-2 3:1 貯槽の加振方向(入射角) 
表-1 矩形貯槽における実験パラメータ 
寸法比  D/L 1:3，1:2，1:1.3，1:1 
1.3:1，2:1，3:1   計 7 ケース
入射角 θ 0°～90°(15°刻み) 計 7ケース
合計 49 ケース 
 
表-2 寸法比1:1近傍の矩形貯槽の実験パラメータ 
寸法比 D/L 1.09，1.04，1.02，1.01，1.00 
0.99，0.98，0.96，0.92 
計 9 ケース 
水深比 H/L 0.094，0.20，0.54 計 3 ケース 
入射角 θ 0°～90°(15°刻み) 計 7 ケース 
合計 189 ケース 
 
表-3 装置を設置した貯槽の実験パラメータ 
設置箇所 4 面型，加振軸平行 2面型(平行型)， 
加振軸直交 2 面型(直交型)，4つ角型(※)
浸漬比 1.0,  0.6,  0.4,  0.2,  0.0 
装置長 100%,  50%,  20% 




































 表中の No.3 の貯槽は，長辺と短辺の比率が柏崎刈羽原
発の使用済み核燃料プールと同じである． 
 





No. 寸法比(D/L) 奥行き D (m) 幅 L (m) 高さ  (m)
1  1:3 0.283 0.884 0.45
2  1:2 0.287 0.536 0.36
3 　1：1.3 0.437 0.588 0.45
4 　1：1 0.438 0.438 0.45
5 　0.92～1.00：1.00 0.980～0.900 0.900 0.75
  
  
写真-1 プラスチック  写真-2 装置を設置した貯槽 
繊維の装置 
 
    
写真-3 寸法比1:1.3     写真-4 寸法比1:1近傍 



















 ２・４ 固有振動数の理論値 
 矩形貯槽のスロッシング n 次モードの固有振動数
f(Hz)の理論値は水深 H(m)，重力加速度 g(m/s2)，貯槽の








 なお，式(1)より，貯槽の水深 H，幅 Lが変化すれば固
有振動数の理論値も変化する．そのため，例えば寸法比
1:3 の場合においては，図-4 に示すように，幅方向(1:3





























図-4 1:3 貯槽における水深-固有振動数の関係 
 
 ２・５ 水深比による違い 




























1:3 の 2 次モード
(L=0.283m) 
3:1 の 1 次モード
(L=0.884m) 
1:3 の 1 次モード 
(L=0.283m) 
3:1 の 2 次モード 
(L=0.884m) 
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以後は H/L=0.094 および H/L=0.20 を中心に論ずる． 
 









































































 ３・３ 入射角-最大波高の関係 






































































































比 1:1 近傍における加振実験では,表-4 に示した貯槽の
No.5 を使用して実験を行った. 
 







大波高ΔHをとってある.ここで，D/L の値が 1.00 の場合
には,奥行き:D と幅:L の寸法が同一ということになり,
値が 1.00 より大きいと奥行き:D が幅:L に対して長くな
り,値が1.00より小さくなると奥行き:Dが幅:Lに対して 






















































































図-7 1:1.3 貯槽の入力振動数-     図-8 1:2 貯槽の入力振動数-      図-9 1:3 貯槽の入力振動数- 





































図-12 H/L=0.094 D/L=1.00 貯槽の 
入力振動数-ΔHの関係 








































 ３・４・２ 寸法比 1:1 貯槽における 
       入射角‐最大波高の関係 
 図-14 に水深比 H/L=0.094，図-15 に水深比 H/L=0.20
の場合の各寸法比 D/L における最大波高 ΔH の変化の様
子を示す．縦軸は理論値付近の最大波高 ΔH を水深 H で
























図-14 入射角-正規化したΔH/H の関係(H/L=0.094) 
 




















図-15 入射角-正規化したΔH/H の関係(H/L=0.20) 
 
 図から，寸法比 D/L が 1.00 および 0.99 の場合は，入
射角θを 0°から 90°まで変えていくと，0°時に比べて
最大波高が 2 倍程度になっている．一方で，寸法比 D/L
を約 4%以上変化させたケース(D/L≦0.96 および D/L≧






























1.09(0.92) 0.90 0.980 0.04
1.04(0.96) 0.90 0.938 0.02
1.02(0.98) 0.90 0.918 0.01
1.01(0.99) 0.90 0.910 0.005



























図-16 Δf の入射角-最大波高の関係(H/L=0.094) 
 
























 以上より,寸法比 D/L が 0.98～1.02 の場合,θ が 30°




















































 図-19 から設置箇所，装置長によって差はあるが，装 
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(a) 装置長 100%,4 面型 



























(b) 装置長 50%,直交型 


























































は 1/2 から 1/10 程度に抑えられている．また，例えば図
-19(c)に示すように，全体的な傾向として，設置箇所，





















 図-20 は図-19 と同様に，縦軸には無次元化した最大波
高Δh/ΔH を示した．横軸は装置長とする．また，浸漬
比 0.2，0.4，0.6 では結果に有意な差が見られなかった


















































































































    (a) 4 面型，四つ角型           (b) 直交型            (c) 平行型 
図-20 装置長ごとの最大波高の変化 
















































    (a) 4 面型，四つ角型          (b) 直交型            (c) 平行型 
図-19 浸漬比ごとの最大波高の変化 
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